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小林会長ブログ「徒然なるままに」発信中！ 詳しくは連合新潟ホームページまで！

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

連
合
新
潟
に
結
集
す
る
組
合
員
と
そ
の
ご
家
族
の
皆

様
、
そ
し
て
日
頃
よ
り
連
合
新
潟
の
運
動
に
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
皆
様
に
新
年
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

本
年
も
連
合
新
潟
の
運
動
に
対
し
ま
し
て
、
変
わ
ら
ぬ

ご
理
解
・
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
も
勤
労
者
、
生
活
者
の
た
め
、
様
々
な
運
動
に

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
が
、
喫
緊
の
課
題
は
実
質
賃
金

の
回
復
と
向
上
で
す
。
す
で
に
各
組
織
で
は
、
２
０
２

４
春
季
生
活
闘
争
連
合
方
針
に
基
づ
き
要
求
水
準
の
具

体
的
な
論
議
に
入
っ
て
お
り
、
今
年
は
昨
年
を
超
え
る

賃
上
げ
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
加
盟
組
合
の
皆
様

に
は
、
組
合
員
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
真
摯
な
交

渉
を
引
き
続
き
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
連
合
新
潟
も
、

賃
上
げ
の
環
境
整
備
や
、
交
渉
結
果
が
県
内
労
働
者
へ

最
大
限
波
及
す
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

さ
て
、
２
０
２
３
年
を
振
り
返
れ
ば
、
５
月
に
新
型

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
分
類
が
２
類
か
ら
５
類
に
引
き
下

げ
ら
れ
、
経
済
活
動
は
回
復
基
調
と
な
っ
た
も
の
の
、

一
昨
年
か
ら
続
く
、
円
安
や
資
源
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格

の
高
止
ま
り
に
よ
り
私
た
ち
の
生
活
の
厳
し
さ
は
変
わ

ら
な
い
ば
か
り
か
、
猛
暑
に
よ
る
農
作
物
の
値
上
り
が
、

特
に
低
所
得
者
層
と
言
わ
れ
る
方
々
の
生
活
を
直
撃
し

て
い
ま
す
。

　

こ
ん
な
時
だ
か
ら
こ
そ
私
た
ち
は
連
合
新
潟
の
運
動

に
加
え
、
新
潟
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
（
略
称
：
新
潟

県
労
福
協
）
が
す
す
め
る
“
勤
労
者
福
祉
”、
労
働
金
庫
、

こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ
ｏ
ｐ
を
は
じ
め
と
し
た
労
福
協
構

成
団
体
の
様
々
な
取
り
組
み
に
対
し
、
皆
様
か
ら
の
引

き
続
き
の
連
携
・
協
力
を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

　

２
０
２
４
年
が
皆
様
に
と
っ
て
健
や
か
で
実
り
多
く
、

輝
け
る
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
祈
念
し
、
年
頭
の
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　謹んで新春のお慶びを申し上げますとと
もに、日頃より連合運動へのご理解とご支
援をいただき心より御礼申し上げます。
　多くの方々の支えにより４年あまり続い

たコロナ禍を経て、５類感染症に移行して初めての新年を迎え
ました。その一方で、物価高による生活苦を感じる方々が大勢
おられます。持続的な賃上げが可能となるよう経済社会のステ
ージ転換を図るため、サプライチェーンにおける労務費を含む
価格転嫁の実現を強く訴えて参ります。
　また、世界を見ると「平和なくして労働運動なし」との信念
が今もなお脅かされる脆さもあることを痛感しています。同じ
空の下、戦火に不安を抱えながら命をつないでいる仲間の安全
を祈り、改めてその想いを強くしたいと思います。
　ジェンダー平等や社会的な対話の促進は、あらゆる連合運動
の基盤となる取り組みです。これまでの取り組みを踏まえなが
ら、連合ビジョン「働くことを軸とする安心社会－まもる・つ
なぐ・創り出す－」に加え、「はたらくのそばで、ともに歩む」
のキャッチコピーとともに、皆さまのご期待に沿えるよう、ス
ピード感を持ち、ジブンゴトとして課題に取り組みます。
　本年も皆さまにとって実り多い一年となりますことを祈念い
たします。

連
合
新
潟
会
長

小

林

俊

夫
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第95回新潟県中央メーデー

2024地協青年代表者会議（青年委員会）
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2024年度　主要活動予定

必
ず
そ
ば
に
い
る

存
在
と
な
れ
る
よ
う
に

2024年 新年のご挨拶

新潟市中央区�白山神社



謹んで新春をお祝い申し上げます

旧年中は格別のご厚情を賜り誠にありがとうございました

本年も変わらずご愛顧を賜わりますよう

よろしくお願い申し上げます
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新
春
の
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す

本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
愛
顧
を

賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

　
　
　
　
　二
〇
二
四
年 

元
旦

謹
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新
年
謹
賀

新
年
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新発田市での街宣

短い時間の中でもしっかりと
意見が述べられました

飛田組織対策委員長のあいさつ
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大
谷
選
手
の
Ｗ
Ｂ

Ｃ
に
始
ま
り
ド
ジ
ャ

ー
ス
へ
移
籍
で
終
わ

っ
た
一
年
。
年
が
明

け
今
年
は
辰
年
。（
干

支
の
中
で
辰
（
龍
）

だ
け
が
架
空
の
動
物 

？
？
）
政
治
の
大
き

な
変
化
が
起
き
る
こ
と
が
多
い
年

で
、
過
去
に
は
、
戊
辰
戦
争
、
日

露
戦
争
、
ロ
ッ
キ
ー
ド
、
リ
ク
ル

ー
ト
事
件
の
発
覚
な
ど
。
巷
で
は

政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
の
裏
金
、

虚
言
閣
僚
な
ど
政
治
の
劣
化
が
止

ま
ら
な
い
。
２
０
２
４
春
季
生
活

闘
争
が
始
ま
る
。「
暮
ら
し
と
子

供
た
ち
の
明
日
を
守
る
」
た
め
に

も
、
こ
こ
は
し
っ
か
り
腰
を
据
え

て
取
り
組
も
う
！
！

 
（
フ
ェ
ア
ワ
ー
ク
春
ち
ゃ
ん
）

助成支援が決定した県内５団体のうち
今月は「NPO法人 教員サポートSmileういん
ず」をご紹介します。

～団体からのメッセージ～
　連合新潟様より、2021年
度から３年間にわたり助成金
を賜り心より感謝申し上げま
す。
　学校現場は依然として多忙化、教員の人手不足
という深刻な状況の中にあります。そこで、当法
人は、学校の多忙化解消に貢献し、児童・生徒の
学びの環境をより良くするために、新潟市内の
小・中学校の依頼を受けて実際に学校に入り、授
業中の児童支援や保健室の見守りなどのサポート
を行っています。昨年10月後半からコロナ感染
による教職員や児童の連続した休みが多数発生し、
至急の依頼とコロナ感染によるキャンセルを繰り
返し受けながらも、昨年度はこれまでで最高の延
べ215校のサポートを実施しました。学校からは
休まざるを得ない教職員の気持ちを軽くしてもら
えたと喜ばれ、サポーターはマスク生活でコミュ
ニケーションが十分できない子ども同士や担任と
の橋渡しに努め、疲れている担任を支えながら誠
実にサポートを行いました。
　今年度いただいた助成金は、昨年度同様リモー
トワークなどで益々かさむ事務局通信費等を中心
に使わせていただいています。今後も増加傾向に
ある依頼に応えられるよう取り組んでいきます。

2023年度連合・愛のカンパ

○NPO法人 教員サポートSmileういんず
 （助成回数：3回目）
　助成金額30万円
　新潟市西区小新3-15-7
　理事長　小川 久美子

2023年末一時金　連合新潟第3回集計結果
� （12月12日現在）

＜年末一時金�回答・妥結集計結果＞
昨年との比較が可能な組合の集計結果

※年間妥結の年末分および年末（今季）回答妥結組合の総計
　額 集 計： 110組合（15,908人）
　月数集計： 117組合（19,402人）

◎組合員１人平均（加重平均）
 　　　額：538,979円	 月数：2.20ヶ月
 昨年　額：530,220円 月数：2.09ヶ月

（昨年との差　額：＋8,758円、月数：＋0.11ヶ月）

◎組合平均（単純平均）
 　　　額：442,656円	 月数：1.97ヶ月
 昨年　額：414,552円 月数：1.84ヶ月

（昨年との差　額：＋28,103円、月数：＋0.13ヶ月）

☆調査対象組合360組合（73,549人）中、200組合（48,677人）
が回答妥結した。（年間妥結の年末分含む）

＜年末一時金�要求集計結果＞
【額集計】

業種別
集計組合 組合員１人平均

（加重平均）
組合平均

（単純平均）
組合数 人員 金額 金額

計 90 13,850 638,187 570,020

2022年同時期 579,112 526,671

【月数集計】

業種別
集計組合 組合員１人平均

（加重平均）
組合平均

（単純平均）
組合数 人員 月数 月数

計 123 18,267 2.41 2.25

2022年同時期 2.27� 2.23�

書
記
長
・
事
務
局
長
会
議

�
産
別
推
進
会
議
を
開
催

２
０
２
４
年
度

第
１
回
組
織
対
策
委
員
会
を
開
催

今
後
の
地
域
活
動
に
む
け
て
活
発
な
意
見
交
換

 

「
に
い
が
た
ワ
ー
ク
＆
ラ
イ
フ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
総
括
集
会

　

12
月
12
日
、
新
潟
東
映
ホ
テ

ル
で
第
20
回
構
成
組
織
書
記

長
・
事
務
局
長
会
議
を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
の
会
議
は
組
織
の

実
務
を
担
う
書
記
長
・
事
務
局

長
が
意
見
交
換
を
行
う
場
で
、

連
合
新
潟
会
長
は
出
席
せ
ず
行

わ
れ
ま
す
。
こ
の
日
は
２
年
１

期
の
最
初
の
会
議
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、「
専
門
委
員
会
設
置

と
委
員
選
出
」、「
組
織
拡
大
・

強
化
の
取
り
組
み
」、「
２
０
２

４
春
季
生
活
闘
争
の
取
り
組

み
」、
ま
た
「
第
50
回
衆
議
院

選
挙
の
候
補
者
推
薦
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
」
な
ど
、
直
近
の
課
題
と

対
応
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

会
議
終
了
後
は
、
同
じ
メ
ン

　

12
月
20
日
、
勤
労
福
祉
会
館

で
、
今
年
度
第
１
回
組
織
対
策

委
員
会
を
開
き
、
構
成
組
織
・

地
域
協
議
会
ら
で
構
成
す
る
組

織
対
策
委
員
な
ど
23
人
が
出
席

し
ま
し
た
。
会
議
で
は
連
合
新

潟
と
各
構
成
組
織
が
掲
げ
る
組

織
拡
大
の
目
標
と
経
過
を
共
有

し
た
ほ
か
、
連
合
新
潟
と
労
働

組
合
の
知
名
度
や
運
動
を
周
知

す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
は
じ

め
、
今
後
の
組
織
拡
大
活
動
に

関
し
て
協
議
し
ま
し
た
。

　
『
組
織
拡
大
』
が
、
連
合
と

連
合
新
潟
の
重
点
分
野
で
あ
る

こ
と
は
定
期
大
会
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
が
、
２
０
３
０
年
ま
で

に
組
織
拡
大
に
徹
底
的
に
こ
だ

わ
る
『
連
合
組
織
拡
大
プ
ラ
ン

２
０
３
０
』
を
掲
げ
、
目
標
を

設
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
３
度
の
組
織
対
策

委
員
会
を
開
く
ほ
か
、
組
織
拡

大
の
研
修
会
を
開
催
し
、
拡
大

バ
ー
で
、
こ
く
み
ん
共
済
ｃ
ｏ

ｏ
ｐ
と
新
潟
県
労
働
金
庫
が
合

同
で
開
催
す
る
産
別
推
進
会
議

に
出
席
。
こ
ち
ら
の
会
議
で
は

「
今
後
の
共
済
推
進
に
む
け
て
」

と
「
若
年
層
の（
労
金
の
）認
知

と
利
用
拡
大
に
向
け
て
必
要
な

施
策
」、
２
つ
の
テ
ー
マ
で
分

散
会
を
行
い
、
共
済
や
労
金
商

品
の
利
用
を
通
じ
て
、
組
合
員

の
可
処
分
所
得
向
上
に
も
つ
な

が
る
、
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　

前
段
の
連
合
新
潟
の
会
議
で

は
、
事
務
局
か
ら
の
説
明
が
多

く
、
出
席
者
の
発
言
時
間
が
短

く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

産
別
推
進
会
議
の
分
散
会
の
中

で
は
様
々
な
ア
イ
デ
ア
や
、
共

通
の
悩
み
な
ど
で
盛
り
上
り
、

日
頃
は
組
織
の
要
と
し
て
の
共

通
の
役
割
を
持
つ
書
記
長
・
事

務
局
長
の
横
の
連
携
に
つ
な
が

る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

新
潟
ろ
う
き
ん
福
祉
財
団
な

ど
の
共
催
で
２
０
１
３
～
２
０

２
２
年
度
ま
で
の
計
９
回
（
２

０
２
０
年
度
は
中
止
）、
県
内

各
地
で
開
催
さ
れ
た
「
に
い
が

た
ワ
ー
ク
＆
ラ
イ
フ
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
の
総
括
集
会
が
12
月
７
日
、

新
潟
東
映
ホ
テ
ル
で
開
か
れ
、

地
区
労
福
協
役
員
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団

体
な
ど
か
ら
、
お
よ
そ
50
人
が

出
席
し
ま
し
た
。

　

こ
の
集
会
は
、
過
去
９
回
の

開
催
で
「
ど
ん
な
成
果
が
あ
っ

た
か
」
等
、
意
見
を
出
し
合
い
、

今
後
の
方
向
性
を
確
認
す
る
こ

と
が
目
的
で
、
写
真
ス
ラ
イ
ド

映
写
に
よ
る
各
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

内
容
紹
介
の
後
、
出
席
者
が
い

く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
。
そ
れ

ぞ
れ
で
振
り
返
り
な
が
ら
、

「
開
催
の
結
果
、
各
地
域
で
一

層
、
団
体
間
や
自
治
体
と
の
横

の
つ
な
が
り
が
で
き
た
」「
引

き
続
き
、
各
地
域
や
団
体
で

様
々
な
取
り
組
み
を
展
開
し
、

地
域
発
展
に
貢
献
し
て
い
こ

う
」
と
い
っ
た
建
設
的
な
意
見

や
呼
び
か
け
が
あ
り
、
今
後
も

そ
れ
ぞ
れ
で
連
携
し
て
い
く
な

ど
意
思
統
一
し
、
盛
会
裏
に
閉

会
し
ま
し
た
。

　

12
月
13
日
～
14
日
に
実
施
し

た
連
合
全
国
一
斉
労
働
相
談
ホ

ッ
ト
ラ
イ
ン
「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！
長

時
間
労
働
～
あ
な
た
の
働
き
方

は
大
丈
夫
？
～
」
を
周
知
す
る

た
め
、
各
地
域
協
議
会
の
協
力

の
も
と
、
11
月
４
日
か
ら
県
内

全
域
を
キ
ャ
ラ
バ
ン
で
回
り
な

が
ら
、
街
頭
で
チ
ラ
シ
入
り
の

テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
り
や
、
商
業
施

設
近
く
で
の
停
止
街
宣
を
お
こ

し
た
ら
、
ぜ
ひ
と
も
連
合
の
労

働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
が
あ
る
こ
と

を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。
秘
密
厳

守
・
相
談
無
料
で
、
月
～
金
曜

の
10
時
か
ら
17
時
ま
で
電
話
や

メ
ー
ル
等
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
、
連
合
新
潟
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
い
、
行
き
交
う
人
々
に
ア
ピ

ー
ル
し
ま
し
た
。

　

労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の

２
日
間
に
、
連
合
新
潟
に
は
、

職
場
の
パ
ワ
ハ
ラ
や
、
息
子
や

娘
の
働
き
方
に
関
す
る
不
安
な

ど
、
４
件
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　

相
談
者
の
中
に
は
、「
話
を

聞
い
て
も
ら
い
気
持
ち
が
楽
に

な
っ
た
」
と
言
わ
れ
る
方
が
い

る
一
方
、
労
働
基
準
監
督
署
な

ど
に
も
相
談
が
必
要
な
場
面
や
、

私
た
ち
労
働
組
合
が
必
要
と
さ

れ
る
場
面
も
あ
る
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
ケ
ー
ス
が
存
在
し
ま
す
。

周
り
で
困
っ
て
い
る
方
が
い
ま

働くみなさんの
不安や不満を
お聞きします
12月連合全国一斉
集中労働相談
ホットライン

に
取
り
組
む
き
っ
か
け
を
つ
く
っ

て
い
き
ま
す
。
連
合
新
潟
と
構

成
組
織
、
加
盟
組
合
、
地
域
協

議
会
が
一
体
と
な
り
、
組
織
拡
大

に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

「組織拡大」ってなに？
　この３つを指しています。
◦新規加盟組合
　……未組織企業への組合づくり
◦組合範囲の拡大
　……既存組合の組織内拡大
　　　（�パート・契約社員・嘱託社員など

短時間労働者の組合員化）
◦未加入組合員の加入
　……既存組織の維持・拡大


